
皆さんの職場やご近所に、耳の聞こえない人はいませんか？聴覚障害者にとっていつ起きるかわからない災
害から身を守るのはとても大変なことです。「危険！」という情報をどのように知ればよいのか―
本書は、災害時の聴覚障害者への支援を地域
の方々にご理解いただけるよう、聴覚障害者や
手話についてわかりやすく解説しました。聴覚障害者も共に暮らす地域のコミュニケー
ションに、防災に、ぜひお役立てください！

一般財団法人 全日本ろうあ連盟■発行

〒162-0801 東京都新宿区山吹町130 SKビル8階   TEL03-3268-8847  FAX03-3267-3445

【聴覚障害者災害救援中央本部】 東日本大震災で被災された聴覚障害者・手話関係者等への支援
と、今後各地で予想される災害に備え、地域のネットワーク作りを推進する等、防災のための活動を
行っています。また、災害時には他の障害者団体や関係機関等と連携し、救援活動を行います。

●本書の売上金の一部を「聴覚障害者災害救援中央本部」へ寄付いたします こちらの本は書店での取り扱いはありません
お申し込みはお近くのろうあ団体、または下記アドレス
より直接お申し込みください。

http://jfd.shop-pro.jp

携帯・スマートフォン
からもご注文ができます

価格：¥500＋税  A5判  54ページ

～聴覚障害者の災害時支援のために～

こちらの本は書店での取り扱いはありません
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②
指を広げた両
手の指先を下
に向け、左右
に引き離しな
がら握る

①
左手の小指側
に沿って右手
人差指を右へ
動かし

計画停電 〔けいかくていでん〕

左手の指文字
｢コ｣ 形の脇
で､ 右手拳を
上に向けて震
わせる

冷房 〔れいぼう〕

左手の指文字
「コ」形の下
で、右手を上
へあおぎ上げ
る

暖房 〔だんぼう〕

●避難所での聴覚障害者●

聴覚障害者は災害を生きのび避難できても、避難所の中で孤立して

しまいます。避難所で生活する被災者には、一日でも早くもとの生活に戻れるよ

うに、物資の提供や保険 ･医療 ･福祉の面でのさまざまな支援が行な

われます。しかし、聴覚障害者には支援があることも伝わらないため、

一般の人々より支援が行きわたらないことがあります。

東日本大震災や阪神 ･淡路大震災のとき、避難所で生活している聴

覚障害者からは「飲料水の配布が始まったのがわからず、なかなか受

第４章　避難所で困ること
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しまいます。避難所で生活する被災者に
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一般の人々より支援が行きわたらないことがあります。
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防災意識 〔ぼうさいいしき〕

②
両手の指先をつけ、斜めに構え（屋根）前に出す

①
横に向けた左手甲に右手 2指の輪をあて

仮設住宅 〔かせつじゅうたく〕

②
立てた左手2指の上に右手3指で「く」形を描き

③
右手小指の指先をこめかみにあてる

第3章　災害がおきたときに
●何が起きているの？　わからない恐怖●

聴覚障害者は災害の発生を知らせる緊急速報やサイレンが聞こえま

せん。何が起きているのか、また起きていることもわかりません。

阪神 ･淡路大震災や東日本大震災でも、停電で聴覚障害者はテレビ

や FAXが使えず、携帯メールもつながらず、自分の置かれた状況が

わからないという「情報がない恐怖」にさらされました。

　東日本大震災を生きのびた聴覚障害者からは「大地震がおきたこ

とはわかったが、津波が来るとは知らなかった」「車で避難中に渋滞

で止まっていたら、突然知らない人がきて車から引きずり出された。

①
胸前から掌を前に向けて立てた右手を押し出し
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両手２指のつ
まみを開きな
がら素早くジ
グザグに下ろ
す

雷 〔かみなり〕

指を広げた両
手の指先を下
に向けたまま
上から下へ下
ろす

雨 〔あめ〕

立てた左手2
指の上に右手
3 指で「く」
形を描く

災害〔さいがい〕

災害関連

第2章　災害の備え
●東日本大震災　その衝撃的な実態●

【障害者の死亡率は健常者の2倍】

2011 年 3月 11日に起きた東日本大震災は、死者 15,872 人、行

方不明 2,769 人と甚大な被害をもたらしました。阪神 ･淡路大震災

を上回る衝撃的な実情を目の前に、ただただ呆然とするのみです。

さらに、障害者にとって衝撃的な実情が明らかになりました。NHK

福祉ネットワーク取材班の取材によると、総人口に対する死亡率は

1.03%でしたが、障害者の死亡率は 2.06%と、障害者の死亡率は一

般方々の 2倍だったということがわかりました。

なぜ、こんなにも多くの障害者が亡くなったのでしょうか？
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●本書の売上金の一部を「聴覚障害者災害救援中央本部」へ寄付いたします
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災害の備え
●東日本大震災　その衝撃的な実態
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